
タンザニアと友だちになろう 

～タンザニアの文化と水問題～ 

 

 

授業者 大阪府大阪市立横堤小学校    井波 友里 

実践教科 
総合的な学習の時間 

・社会・図工 

 
時間数 

 ４２時間 

(学年 ７時間) 

対象 第４学年 
 

対象人数 
 クラス ３２名 

(学年４クラス １２９名) 

 

 

１． 単元名 

 「タンザニアと友だちになろう ～タンザニアの文化と水問題～」 

 

２． 単元設定の理由 

(１) 児童観 

本単元を指導するにあたり、児童に知っている国を挙げさせたところ「タンザニア」

を挙げる子はいなかった。また、アフリカのイメージを問うたところ、「アフリカ＝貧

しい＝かわいそう」といったイメージを４年生ながらにして漠然と持っているようであ

った。これまで世界のことを授業で扱う機会も少なかったため世界のことを知るという

ことにもあまり関心を持てているとはいえない。 

また、日本の子ども達に共通することであるともいえるが、彼らは物質的に豊かな生

活を当たり前のように享受している。本学級の児童の中にも自分の鉛筆を落としたとし

ても無くなったことにさえ気付かなかったり、面倒くさいからといって手洗いの際に水

を止めようとしなかったりという姿が見受けられる。本単元の学習で自分たちの生活と

世界とのつながりについて考える視点を持たせたい。 

 

(２) 教材観 

タンザニアは地理的にも遠く、私たちにとってあまり馴染みのない国であろう。少なく

とも授業者自身、独立行政法人国際協力機構 大阪国際センター(ＪＩＣＡ大阪)が主催す

る平成２１年度教師海外研修に参加するまではそうであった。しかし、現地の生活や文化

を体感し、タンザニアを知ることでより身近に感じられるようになった。「知る」という

ことは興味を持つ第一歩である。子どもたちにとってもタンザニアは遠い国であるが、実

際に行けなくてもその文化や現地の子どもたちの様子を知ることは心の距離を縮めるよ

い機会となるだろう。 

そしてタンザニアの水環境からは世界の現状を知り、世界と自分とのつながりを考え

させることができるだろう。児童は４年生１学期に社会科「命とくらしをささえる水」

で、水は貴重な資源であり、生活する上で欠かすことのできないものであるということ

を学習している。また、「水」は身近なものであるため、自分たちの生活をふり返りなが

ら自分にできることを考えさせられる良い教材であると考える。 



(３) 指導観 

本単元ではタンザニアを取り上げ、タンザニア文化に親しむ活動や、タンザニアの抱え

る開発問題から自分たちの生活をみつめ直すことができるよう授業を展開する。 

指導にあたってはまず子どもたちがタンザニア文化に親しむことを大切にし、その中で

タンザニア文化の良さを見つけられるようにしたい。また、自国の文化にも目を向けさせ、

互いの文化の違いを「良さ」として捉えられる機会にしたい。住んでいる国は違っていて

も、自分たちと同じ(例えば「学校が大好き」や「サッカーが大好き」など)小学生の友達

がタンザニアにもいるのだということを伝え、子どもたちがタンザニアと心でつながれる

ように工夫したい。 

そしてその上でタンザニアの水環境や世界の水問題について考えてみたい。授業者はタ

ンザニアで日本の給水支援プロジェクトについて知り、現場の視察を行うとともに、水に

関わるものの写真を積極的に撮りためた。あちこちに見られる大きな水タンク、大きなバ

ケツを頭に乗せて水を運ぶ女性、茶色く濁った水道水など、日本では見られない水環境が

タンザニアにはあった。これらを効果的に活用しながら水について考えさせたい。また、

ＪＩＣＡから青年海外協力隊として活動された方をゲストティーチャーとしてお招きし、

ガーナの水環境についてお話を伺うことで世界の水環境についても知る機会としたい。 

これらの学習で子どもたちが世界の現状を知り、自分たちの生活をふり返りながら自分

にできることを考え、行動に移すことができるようになることを願っている。 

 

３． 単元の目標 

 〇タンザニアの文化に親しみ、多文化共生にむけての心情を育む。 

 〇タンザニアや世界の水環境から自分たちの生活をみつめ直し、自分にできるこ

とを考え、実践していこうとする態度を養う。 

 

４．単元の評価規準 
関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

○タンザニアの文化

に親しみながら活

動している。 

〇タンザニアや世界

の水問題に関心を

持ち、自分たちに

できることを考え

ようとしている。

○安全な水環境がい

かに大切であるか

を考える。 

○自分たちの生活を

ふりかえり、自分

たちにできること

は何かを考えてい

る。 

○日本の紹介やタ

ンザニアの友だち

へのメッセージを

ビデオレターにま

とめる。 

○水についての学習

内容を新聞にまとめ

ている。 

○自分の作りたいカ

ンガを画用紙に描

く。 

○タンザニアの文化

や生活について知

る。 

○タンザニアや世界

の水環境について

知る。 

○世界における日本

の援助や、世界で

活躍する日本人の

活動を知る。 



５．学習指導計画 (全４２時間) 

時限･テーマ･ねらい 方法･内容 使用教材 

１時限目 

テーマ：出会い 

ねらい：タンザニアの学

習に期待感をもたせる。 

・ タンザニアのイメージや知っているこ

とを出し合う。 

・ Tangazo 村の写真について話し合う。 

・ ポストカード 

・ ワークシート 

・ 写真① 

２～４時限目 

テーマ：知ろう！ 

ねらい：タンザニアの生

活や文化について知る。 

〈学年での学習〉 

 

 

(１)国語科教材「ポレポレ」から東アフリカ

の生活について知る。   (２時間)

(２)『タンザニアを知ろう！』 (１時間) 

・ Google Earth で位置を確認する。 

・ タンザニアの文化や生活を知る。 

             [写真②～④] 

・♪「Jambo Jambo」を歌う。 

(１)国語科教科書・ 

キテンゲ 

(２)カンガ・キテンゲ・

キコイ 

・ Google Earth 

・ パワーポイント 

・ ＣＤ・歌詞カード 

５～６時限目 

テーマ：ウガリを作って

たべよう！ 

ねらい：食文化を体験さ

せる。〈学年での学習〉 

・ タンザニアの食文化について知る。 

・ ウガリの調理実習    

[写真⑤～⑦] 

・ ワークシート 

・ ウガリ 

・ 作り方・食べ方を書

いた模造紙 

７～１５時限目 

テーマ：カンガを作ろ

う！ 

ねらい：文化にふれさせ

る。 

(１)『カンガファッションショーを 

しよう』         (１時間) 

・ カンガについて知る。 

・ カンガやキコイを着る。 

(２)『世界で１枚、わたしだけのカンガを作

ろう！』        (８時間) 

・ カンガをデザインし、描く。 

[写真⑧～⑩]

・ カンガ・キコイ 

・ 書籍「タンザニア民

話とティンガティン

ガ」 

 

 

・ 画用紙 

１６～３７時限目 

テーマ：友だちと仲良く

なろう！ 

ねらい：タンザニアの子

どもと心をつなぐ。 

 

(１) ＤＶＤや指導者の話からタンザニアの

子どもの生活を知る。  (１時間) 

 

 

(２) タンザニアの友だちに手紙を書く。 

            (１時間)

(３) 『タンザニアの友だちにビデオレター

を送ろう！』     (１９時間) 

・ 日本の紹介やタンザニアの友だちへの

メッセージをビデオレターにまとめる。

[写真⑪～⑫] 

・ ビデオレター撮影(学習発表会にて) 

            [写真⑬]

・ ＤＶＤ(タンザニア

で撮ったビデオを編

集したもの) 

・ 写真 

・ ワークシート 

 

 

・ (２)で書いた手紙 



３８～４２時限目 

テーマ：水について考え

よう！ 

ねらい：タンザニアや世

界の水環境から自分たち

の生活をみつめ直し、自

分にできることは何かを

考える。 

〈(１)(２)は学年での 

学習〉 

 (１)『タンザニアの写真から水について考

えよう。』 (１時間) 

・タンザニアの水環境について考える。 

 (フォトランゲージ)  [写真⑮～⑱] 

・自分たちの生活についてふりかえる。 

(２) 「ＪＩＣＡ出前講座」(１時間) 

・ ＪＩＣＡ大阪のＮ．Ａさんをゲストティ

ーチャーとして招き、ガーナの水環境に

ついて話していただく。  

 (３)『水新聞を作ろう！』(３時間) 

・ これまでの水に関する学習や自分たち

にできることを考え、新聞にまとめる。

             [写真⑲～⑳] 

 

 

・ 写真⑮～⑯ 

・ ワークシート 

 

・ パワーポイント 

 

 

 

 

・ プリント 

 

６．授業実践の詳細 

１６～３７時限目「友だちと仲良くなろう！」と、３８～４２時限目「水について考え

よう!」についての詳細。３８時限目については学習指導案を掲載する。 

 

友だちと仲良くなろう！ (１６～３７時限目) 

ＤＶＤ(タンザニアで撮ったビデオを編集したもの)を見て、そこに登場したタンザニア

の子どもの中からメッセージを送りたい子を選び、手紙を書く。ＤＶＤの視聴後、黒板に

登場した子どもの写真を貼り、名前や年齢、どんな子か分かる範囲で子どもたちに伝えた。 

手紙にはＤＶＤから分かったタンザニアの生活、教えたいと思った日本の文化や自分た

ちのこと、そして多くの子が書いた「友達になろうね。」「一緒に遊ぼう。」「タンザニアに

行きたいな。」などのメッセージ。これらの思いをもっとタンザニアの人に伝えられる形は

ないかと考え、手紙に書かれた内容を集約し、ビデオレターを作ることにした。 

 ビデオレターはグループごとに日本・大阪府・日本文化・食文化・私達の学校について

紹介し、メッセージや歌のプレゼントを全体で発表するという構成で製作した。グループ

発表に関しては各グループで調べたことをまとめ、どうしたらタンザニアの人によく伝わ

るだろうかと考え、地図や絵を描くなど提示資料も工夫した。歌のプレゼントは「もみじ」

とスワヒリ語の歌詞の「Jambo Jambo」にした。メッセージにはこれまで学習したことと子

どもの感想や、タンザニアの友だちに伝えたいメッセージを織り交ぜ、よびかけの形で発

表した。これを学習発表会で撮影することで児童の保護者にもこれまでのタンザニア関連

の学習内容が伝わるようにした。 

  

【学習発表会後の児童の感想】 

・ いっぱい調べたり、本を読んだりして、大阪府や大阪市のことが分かりました。タンザ

ニアの人にぼくのことや４年３組のことを覚えてほしいです。今日の学習発表会が成功

できて本当に嬉しかったです。 

・ タンザニアのみんなに喜んでもらえるといいな。 

・ ビデオレターをやっている時に教室がタンザニアになったみたいでした。緊張しました

が、すごく楽しかったです。これからもタンザニアのことを教えてください。 



水について考えよう！ (３８～４２時限目) 

ビデオレターの取り組みと並行して取り組んだが、タンザニアの水問題を知らせる前に

タンザニア文化に親しみ、心をつなぐ活動を十分行うことを配慮した。「タンザニアの人は

かわいそう」などと短絡的に思ってほしくないと思ったからである。 

 また、記載する水に関する授業以外に水道教室(浄水実験授業)と、遠足で浄水場の見学

をし、水に関する学習を深めた。 

 

(１)「タンザニアの写真から水について考えよう！」 本時案(３８時限目) 

 授業までに一学期の水の学習のふりかえりと、水の重さを実感し、水くみの大変さが分

かるようバケツで水を運ぶバケツリレー体験を運動場で行った。[写真⑭]二人で運んでも

重たく、急げば水がこぼれるバケツに悪戦苦闘する姿が見られた。水くみの大変さが実感

できるよい体験だったと考える。 

 

(ⅰ)ねらい  タンザニアの水環境について知り、自分たちの生活をみつめ直す。 

(ⅱ)展開 

学習活動 指導と援助 準備物 

１．本時の学習活動について知

る。 

 

 

２． グループを作る。 

 

 

３．写真から分かったことや気

付いたことをワークシート

に書き、グループの友だちと

交流し合う。 

 

 

４． グループで交流し合った

ことを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習はタンザニアの写真から

あるテーマについて考えることを伝え

る。 

 

・切り分けた写真のピースを集め、グ

ループを作らせる。 

 

・写真(学習活動２で組み合わせたも

の)からできるだけ多くのことを見つ

けさせる。 

・何の写真かをグループでよく考えさ

せる。 

 

・友だちの発表を聞きながらグループ

以外の写真についても考えさせる。 

・それぞれの写真からタンザニアの水

環境について話をする。 

・本時のテーマが水であることに気づ

かせる。 

・指導者が現地で感じた水の有り難味

について話をする。 

＜写真の内容＞ 

①市場(水くみなどに使われるバケツ

を売っている) 

②ポリタンク 

 

 

 

 

・写真(４つに切

り分けてある) 

 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

・提示用写真 

 



 

 

 

 

 

 

 

５． 本時の感想をまとめ、発表

する。 

③雨どい(雨水をためるタンク) 

④トイレ 

⑤バケツにためた水道水[写真⑮] 

⑥水をくむ少女 

⑦水をくむお母さん 

⑧タンガゾ村の共同水道についていた

プレート[写真⑯] 

 

・自分の生活をふりかえりながらワー

クシートに感想を書けるようにする。

 

(ⅲ) 評価ポイント・観点と評価方法 

  ・タンザニアの水環境について知る。 

（知識・理解）【行動観察・発表】 

・タンザニアの水環境から、安全で安心して飲める水が得られることの有り難味を感

じ、自分たちの生活をふりかえる。  

(関心・意欲・態度)【ワークシート・行動観察】 

 

 

(ⅳ)児童の感想 

・ 水は大切だと(これまで)先生が言っていて、私は大切なんだなと思ったけど本当はまぁ

いいやと思っていたのかなと思いました。水は大切なものだから今日からは水道で水を

流してもすぐに止められるようにがんばろうと思いました。 

・ タンザニアにも水道ができて良かったと思います。タンザニアの人は水を大事に使って

いるけど、私たちはタンザニアの子たちを見習わないと、と思いました。 

・ 水はすごく大切なんだなぁと思いました。これからは「水を大切に使って、無駄な水は

出さないようにしよう！」と思いました。 

 

 (ⅴ)考察 

タンザニアと日本の水環境は大きく異なる。本時はタンザニアの水環境を示す写真を

提示し、グループごとにその写真から考えたことを発表させた。それぞれの写真に大き

な発見と気づきがあったようであり、気づかせたいねらいと合致した。茶色い水道水の

写真[写真⑮]では「かつおだし」「りんごジュース」ではないかなどの意見が出た。それ

が水道水だという事実は子どもたちにとってとても衝撃的だったようである。また、日

本の援助で作られた共同水道のプレートの写真[写真⑯]からは二国の国旗と

「friendship」「water」などの単語から「タンザニアと日本は友だちだから水をあげる

んじゃないか」と考えている子どももいた。写真が多くて時間に余裕はなかったが、タ

ンザニアの水環境を知り、日本の恵まれた水環境や自分たちの水の使い方をふりかえる

ことにおいてはとても効果的であった。児童の感想からも、評価に挙げた２点を十分達

成したといえ、本時のねらいについて達成できたものと考える。 

また、指導者の話だけでなく、本時を参観いただいたＪＩＣＡの方々や教師海外研修

で同行された先生からタンザニア以外の国々の水環境の話も伺ったことで、日本の水環



境がいかに恵まれたものであるかをより伝えることができた。今後学習を深めていくな

かで子どもたちに水の使い方を含め、自分にできることついても考える視点を持たせて

いきたい。 

 

 

(２)ＪＩＣＡ出前講座 

 ＪＩＣＡ大阪デスクのＮ．Ａさんをゲストティーチャーとしてお招きし、ガーナの文化

や水環境について話をしていただいた。子どもたちは「あ、タンザニアと同じ！」など、

タンザニアとも比較しながらＮ．Ａさんの話に聞き入っていた。ガーナの文化に興味をも

つとともに、安全でない水を使うことで起こる病気やそれを防ぐための現地での活動など、

水に関するお話では改めて水環境について考えることができた。タンザニアだけでなくガ

ーナの水環境も知ることで、子どもたちの水問題への視点をよりグローバルにすることが

できたであろう。またＮ．Ａさんから、現地に入り込んで国際協力を行う青年海外協力隊

の活動についても話を聞くことができたことも良かったと考える。 

 

【Ｎ．Ａさんへの児童の手紙】 

・ 水は本当になくてはならないものなんだということが分かりました。これからは水を大

事にしていろんな人に言って広めていきたいと思いました。 

・ ガーナの人のギニアウォームを見てとても怖かったです。「安全な水」を飲めないこと

は本当に怖いなと思いました。私たちの普通に使っている水はすごいものなんだなと思

いました。 

・ 水の中の虫を駆除する活動(病気の撲滅活動の一つとして行っている)を日本がしてい

るのを知って、日本とタンザニアも仲良しだったけど、日本とガーナも仲良しなんだな

と思いました。 

 

(３)水新聞を作ろう！ 

 これまでの水に関する学習を各自一枚の新聞にまとめた。日本・タンザニア・ガーナの

三国の水環境を記事にする子、浄水の過程や浄水場についてまとめる子など記事は様々で

あるが、水が大切であるということを伝える内容に工夫されていた。「世界の水を守ろう！」

と、自分たちにできることを考え、節水法など調べたことを書いている子もいた。また、

新聞名にも「大切な水新聞」や「水について知ろう新聞」、「世界の水新聞」など、子ども

たちの思いがこめられているようだった。紙面いっぱいにびっしりと書かれた子どもたち

の文字からもこの学習が子どもたちにとって大きな学びとなったことが読み取れた。



７．使用教材・授業の様子 (抜粋) 

 

出会い (１時限目) 

 

① 

 

 

タンザニアを知ろう！ (２～４時限目)  パワーポイントより 

タンザニアの国旗はどれ？

① ②

③ ④

日本 タンザニア

アメリカ アフガニスタン  

クイズです！

①お米

②豆

③とうもろこし

ウガリは何からできているでしょう？

ウガリ

今度みんなで作っ
て食べましょう！

 

タンザニアのことがたくさん
分かったかな？

○タンザニアにしかないものも、日本
からのものも、日本と同じようなとこ
ろもたくさんあります。

○タンザニアと日本のいいところを

たくさん見つけて友達になれると

いいですね。

 

②            ③            ④ 

 

 

ウガリを作って食べよう！ (５～６時限目) 

     

 ⑤ 提示物         ⑥ 調理実習       ⑦ 手食の体験 

 

 

カンガを作ろう！ (７～１５時限目) 

     

 ⑧            ⑨ 作品          ⑩ 

 

 



タンザニアの友だちにビデオレターを送ろう！ (１６～３７時限目) 

   

⑪ 手紙の内容を     ⑫ 提示資料の作成   ⑬「あなたは私の友だち」 

グルーピング 

 

 

水について考えよう！ (３８～４２時限目) 

   

⑭ バケツリレー体験   ⑮ 水道水        ⑯ プレート 

 

    

⑰ ３８時限目の板書   ⑱ 板書(⑰の続き) 

  

     

  ⑲水新聞       ⑳ 

 

 

８．考察 (単元を終えて) 

地理的にも心的にも遠かったタンザニアであるが、授業で話をしていく中で子どもたち

がタンザニア文化に興味を持ち、楽しみながら学習ができたことは、多文化共生にむけて

の心情を育む第一歩になったのではないかと思う。生活や文化は違うけど、“学校が好き、



友達が好き、遊ぶのが好き”といった自分たちと同じ思いを持つ子どもたちがタンザニア

にいるということを知ってほしいと学習計画を立てたが、子どもたちはあらゆる場面でタ

ンザニアの友だちに思いを寄せ、心をつなぐことができたと思う。多教科に渡り授業を柔

軟に行えたことも大きかっただろう。また、ビデオレター製作など日本文化や自分たちの

町について調べることは自国の良さに気づく機会にもなった。今後、タンザニアやガーナ

といったアフリカ以外の国についても親しみをもち、積極的に関わっていけるような活動

を考えていきたい。 

水の学習では、安全で安心して飲める水に簡単にアクセスできる日本の豊かさや、それ

が世界ではままならないところが多いということを効果的に伝えることができた。また、

子どもたちの行動にも水を大切にしようという意識がよく表れるようになった。何度注意

しても「面倒くさい」と手洗い・うがい時に水を止めようとしなかった子が自主的に水を

止めるようになったり、友だち同士で注意し合う声が聞かれるようになったりした。世界

の現状を知り、自分たちの生活をふりかえりながら、自分たちにできることを実践してい

こうとしていることがよく表れている。既習である単元としての水の学習にとどまらず、

水道教室(浄水実験授業)と浄水場見学とともにこの「水について考えよう！」の学習がで

きたことで学習をより深めることができたのだと考える。今後も水だけでなく地球環境や

資源について考える機会を継続的に作っていく必要があると考える。 

また水の学習を含め、学年で国際理解教育に取り組めたことも有意義であったと考える。

学年で共通理解を図りながら、継続的に取り組んでいくことが大事であろう。学年が上が

るにつれ、知識も増え、より深く物事をとらえられるようになる。学年に応じた取り組み

を各教科と関連させながら行えるよう今後も考えていかなければならない。 

ＪＩＣＡ出前講座の後、「どうしたらＪＩＣＡでお仕事ができるんですか。」とＮ．Ａさ

んに聞くなど国際協力の仕事に興味をもつ子や、国は違っても「みんな仲間」なんだとＮ．

Ａさんへの手紙に書いている子の姿が見られた。これらの子どもたちの姿に私は大きな可

能性を感じることができた。これらの取り組みが子どもたちに世界との繋がりを感じさせ

たり、今後の自分のあり方を考えさせたりする一つのきっかけになったのだと思う。私自

身まだまだ世界のことを知る必要があるが、今後も子どもたちの心を世界とつなぐ取り組

みを考え、継続した実践を行っていきたい。 
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